
信用を失うだけです。

　そこで考えた。若い先生たちの方が適当な研究方面はこれらの人に委せ・自分以外にはあまり取

り上げられそうもない：方面に研究をしぼったらどうであろうかとgそこで次に具体的にこの方面の

ことを考えてみると，あまりにも多いのに驚きました。戦後の日本では：地理学者の数が激増したの

に，ヒれはどうしたことでしょうか。つまり多くの冷々が同じようなことばかりをやっているのでウ

その反面では空白な部分が方確出てきそしまっていることを意味します．これは日本の地欝の

不健全さを示すものでも効討．たとえば日本の者肺化・工業化・社会・経済など戯訓地理

学の立場から取り上げることは，たぐさんの人がやっていますが・その反面ではアジア・こζに中

国の地理，日本入の地理知識や地理思想の発達，地図の発達などに関する研究は，ほとんどとまっ

ています、だからこういう空白を埋めようと頑張っていますが，ともすれば1人ではどうにもなら

ないとの絶望感に陥りそうです。貌在の私の最大の願いは、日本の地理学界の人々が・もっと分野

の広い，しかも近視眼的ではない基本的研究に目ざめて，健全な学究的農産を次の代が次の代へと

伝えて行くことです。

　　　　　コルネリア。ファン。ナイェンローデという女性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別　　技　　、篤　　彦

　ある日私はジャカルタの古本屋で一冊の黄褐色の本を手にいれた。題．して”東インド会社時代の

女性たちぞという。オランダの東インド会社が花やか：なりし雪7，18世紀ごろ当時のバタζア

（今のジャカ・・タ）の社交界で灘し，いうん臆味で話題をのこし敏性たちの伝記である・読

んでいくうちにその目弾にロルネηア・ファン・ナイェンローデの名が現われてきたのに私は驚う

かさ抗た。彼女は臼本の平戸の半田五右衛門の義理の娘で日蘭混血の女性であり，今も平戸の半田

家た残る”じゃがたら文〃の筆者だからであった。

微は元和～寛永にわたつ趨在した平戸のオラン摘賑ナイエン・一デ際どし・日本入

（のち報五右衛門の簾）鶴として生れた・父の早掻とともに・・タビアへ渤・そこ論じ

てオラン牲れの醗官ピーチ加クノ・レと即し，たくさんめ子供を生んだのである・コルネη

アはたのもし激性で一旅父の囎雄質をうけたが国方母から窪しいもの撫する東潮

な心を戦られた．大へん遮断で自分の薦は翻鷹げなかったらしい．コ・・利アが彼

怒るとそ釦から鰍しい躰語が立てつづけに飛び鰻塚中のもの膿えあがったという・し

かしその噸では微はどこ賛も駄を忘れなかった評戸ゆ心髄飯源い，部活

かさな加たごとは微の〃じ誘たら文“で棚らかである．そして船便のあるごとに魍のめ
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　ずらしい品々を生母や義父の半田五右衛門や，乳母にまでことづけて送っている。彼女が洋装をし

　て子供の1入を抱いている姿を木牌に亥織せて平戸へ送ったものは今も同地に残っている。また手

　紙の中で日本から”蒔絵の香盤やつげのくし〃，そ濃紫にそめた白ちりめん〃などを送ってもらう

　よう依頼しているところにも日本の心を忘れないゆかしさが偲ばれる。

　　コルネリアの夫のクノルは16ア2（寛文12）年に亡ぐなつ・て彼女は寡婦となったが，．10年

　後彼女は裁判官のヤン・ビッテルと再婚した。ところがまもなぐコンレネリアの激情が爆発したので

　ある。彼女は愛していた先夫の名前（KlloL一オランダ語でかぶらの意味）にちなんで家の中

の調度品にすべて美しいかぶらをデザインした紋章をつけていた。新らしい夫のビッテ3レばとれカゴ，

気にぐわず・全部それを削り取れと命じたごとから口論が始まった6双方ともにゆずらず，二入の

けんか前帝バタビア嫌社会の毒心だったという．コ・レネリアは離婚講を起した澱れが

”きまらないうち・ビッテルは本国さ転任することになった。当時の法律ではコルネリアもこれに同「

行しなければならない・彼女は涙をのんで1省然とオランダ船に乗り，オランダへ回った。時に16

　87年である。船上でもコルネリアは先夫の子供たちと一室を占領し，ビッテルをよせつけなかっ

たという。こうして彼女は母の国日本を再び見る機会もなく遠い北欧の土となったようだ。しかし

日本入の血をまじえた女性でヨーロッパに住んだものとしてはおそらくコルネηアが最初の入では

ないだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　二　つ　の　旅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有　　末　　武．　夫

　　その　1　　　　　　　　　　　　一

　昨年の11月から今年の2月にかけて，私の生活はあわただしい旅の日程に追いかけまわされて

いた。高速道路の経済効果を予測するという仕事で，調査飽域が南は熊本から北は盛綱にいたる広

い鯛にわ効・11の地区にっ郵船調蛋必要とす紬のであった漣縮というような役’・

柄から，いやでも西に東にと飛び回らねばならない。カレンダーと調査計画をにらみ合わせながら

日搬決め涛刻表を働予定をたてる・現地の入の都合を聞き序庫顛される．調査対象の

役所や事業所に連絡をし，切符や宿の予約をする。一つの旅行が終らないうちに次の旅行の手筈を

決めなければならない。希望の切符が入手できない場合もあれば，宿が満員Q場合もある。列車が

遅れてこちらが予定の行動をとれないこともあれば，先方の都合で待ちぼうけをぐ’ 墲ｳれることも

辿った。しかし広島を振り出しに。熊本・・久留米・山口・三原・岡山・津山などの西日本と，盛岡．

福島・新潟‘宇都宮などの東日本各地を入れかわり立ちかわり回ってみて，地域による人間生活の
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